
リンテックグループの考え方、体制

ステークホルダーコミュニケーション

対象 考え方・概要 活動実績 活動内容

お客様

お客様に対しては日頃の営業活動をはじめ、
お問い合わせ対応やアフターサービス、展
示会での情報提供など、さまざまなコミュニ
ケーションの機会があります。これらのコミュ
ニケーションを通じて製品・サービスの改善
を図り、顧客満足度の向上と信頼関係の構
築・強化を目指しています。

国内外の展示会に
出展

リンテックグループでは、より多くのお客様とのコミュニケーションを促
進するため、国内外で開催される展示会に出展しています。
※参加した展示会数：計35回  
2023年度に出展した主な展示会
◎国内  
　くまがやエコライフフェア2023  
　人とくるまのテクノロジー展2023  
　フードディストリビューション2023  
　JAPAN PACK 2023  
　サステナブル マテリアル展2023  
　第14回フィルムテックジャパン  
　エコプロ2023  
　新機能性材料展2024  
　SECURITY SHOW  2024

◎海外  
　SEMICON Southeast Asia 2023（マレーシア・ペナン）  
　NEPCON Thailand 2023（タイ・バンコク）  
　SEMICON West 2023（米国・サンフランシスコ）  
　GIIAS TANGERANG 2023（インドネシア・ジャカルタ）  
　SEMICON Taiwan 2023（台湾・台北）  
　Labelexpo Europe 2023（ベルギー・ブリュッセル）  
　SEMICON Europa 2023（ドイツ・ミュンヘン）  
　Labelexpo Asia 2023（中国・上海）  
　SEMICON China 2024（中国・上海）

お取引先

お取引先に対し、購買活動や説明会、アン
ケートなど、さまざまなコミュニケーションの
機会があります。これらのコミュニケーション
により、公正な取引と相互理解、法令遵守の
徹底、信頼関係の構築を目指します。

̶ ̶

従業員

従業員に対し、事業活動や教育制度、説明会
や懇親会、イントラネットや社内報など、さま
ざまなコミュニケーションの機会があります。
これらのコミュニケーションにより、全従業員
が社是の下、やりがいを持って働ける職場に
なることを目指します。

> お取引先との協働

コミュニケーショ
ンマガジンの発行

リンテックグループとステークホルダーをつなぐ身近なツールとして、コ
ミュニケーションマガジン「LINTEC」を日本語版・英語版・中国語（簡体
字・繁体字）版でそれぞれ年4回発行し、グループ全従業員、お客様、お
取引先、OB、マスコミ、官公庁などに配布しています。また、リンテック・
アドバンスト・テクノロジーズ（台湾）社でも独自の社内報をPDF版で配
信し、職場の円滑なコミュニケーションに役立てています。

CSRコミュニケー
ション

リンテックグループでは、社員も重要なステークホルダーの一員と捉
え、CSR研修の場を設けてきました。また、サステナビリティレポートを
通じてCSRの浸透をしています。

> レポートダウンロード

地域社会

地域社会に対し、工場・施設の見学や地元自
治体との意見交換会、社会貢献活動、ウェブ
サイトや会社案内など、さまざまなコミュニ
ケーションの機会があります。これらのコミュ
ニケーションにより、地域の方々との相互理
解と、地域社会への還元を目指します。

> 地域社会とともに

工場・施設見学の
受け入れ

リンテックグループ国内各社では、学生、自治体、NPO、地域住民などの
工場・施設見学を受け入れています。

> 2023年度工場・施設での受け入れ
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https://www.lintec.co.jp/sustainability/social/partner/
https://www.lintec.co.jp/sustainability/report/
https://www.lintec.co.jp/sustainability/social/community/
https://www.lintec.co.jp/sustainability/social/pdf/data_social.pdf#page=24


リンテックグループの考え方、体制

対象 考え方・概要 活動実績 活動内容

地域社会

地域住民との対話 > リンテックグループのCSR活動

次世代人材育成

独自技術で新製品を開発するリンテックにとって、次世代を担う人材の
育成は重要なテーマです。リンテックでは、未来を担う世代の育成と子
供たちの理科離れ防止のために活動をしている（社）蔵前工業会の蔵前
理科教室ふしぎ不思議（略称：くらりか）の寺子屋式理科教室に協賛して
います。「くらりか」は、全国の児童館や地域のコミュニティセンターなど
で出前授業を行っています。今後も引き続き「くらりか」への協賛と協力
を通じて、子供たちの科学に対する豊かな感性を醸成していきます。  
「くらりか」のウェブサイトでも、リンテックの活動が紹介されています。

> くらりか
※ 外部サイトへ移動します。

株主・ 
投資家

株主総会や決算説明会、IRミーティング、会
社説明会などを通じて、株主・投資家の皆様
との積極的なコミュニケーションを図ってい
ます。また、株主通信誌やウェブサイトでの情
報発信の充実に努めており、当社への理解を
深めていただくことで、適正株価の形成と信
頼関係の構築を目指しています。

> 株主・投資家との対話
※ 株主・投資家情報ページ内へ移動します。

株主・投資家との
対話

リンテックでは、適正株価の形成と企業価値の向上を目指し、さまざまな
IR＊活動を通じて株主・投資家の皆様との対話を行っています。国内の
機関投資家・証券アナリストに対しては、半期ごとの決算説明会の開催
に加え、四半期ごとにIRミーティングや取材対応を行っています。海外
機関投資家に対しては、電話会議や証券会社主催の国内IRイベントでの
ミーティングなどを実施しています。  
また、個人投資家向けの会社説明会を適宜開催するほか、株主通信誌
「WAVE」を年2回発行し、定期的に行っている読者アンケートを通じて
寄せられた声を経営層にフィードバックしています。そのほか、IRサイト
や統合報告書による情報提供の充実にも努め、幅広い投資家に当社へ
の理解促進を図っています。
＊ IR：Investor Relations（投資家向け広報）の略称。企業が株主や投資家に対し、投資判
断に必要な企業情報を、適時、公平、継続して提供する活動のこと。

> 株主・投資家情報
※ 株主・投資家情報ページ内へ移動します。

マスメ
ディア

取材・原稿執筆依頼への対応やアンケートの
回答、ウェブサイトの更新、ニュースリリース
発表などさまざまなコミュニケーションの機
会があります。これらのコミュニケーションに
より、社会へ誠実に情報を開示し、信頼関係
の構築を目指しています。

取材の受け入れ
新製品情報やイベント情報などを随時、各メディアにニュースリリースと
して発信しているほか、取材や原稿執筆の依頼にも積極的に対応してい
ます。2023年度はニュースリリースが約20件、取材対応・原稿執筆は
約80件でした。

自治体

事業を行う上で、各国の法令や規制の情報を
積極的に把握し、対応する体制を構築してい
ます。また、地域への社会貢献活動の中では、
自治体とさまざまなコミュニケーションを図
り、協働して取り組みを行っています。

̶ ̶

学生／ 
産官学

リンテックグループは産官学との共同研究プ
ロジェクトへ参画しています。これにより、社
内外の技術や知見を結集し、さまざまな可能
性を模索しています。

̶ ̶

NGO／
NPO

環境から社会面まで、さまざまな社会課題の
解決のために活動するNGOやNPOと対話・
協働し、社会貢献活動を通じて、より良い社会
の構築に参加しています。

> リンテックグループのCSR活動

̶ ̶
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https://www.lintec.co.jp/sustainability/social/community/
https://kurarika.net/jisseki-summary.html
https://www.lintec.co.jp/ir/
https://www.lintec.co.jp/ir/
https://www.lintec.co.jp/sustainability/social/community/



